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●の印
しるし

がついたページは「作
さく

文
ぶん

宮
みや

城
ぎ

60 号
ごう

　特
とく

別
べつ

編
へん

『あの日
ひ

の子
こ

どもたち』」に掲
けい

載
さい

されている作
さく

品
ひん

（作文・詩
し

）です。

◆の印がついたページは、東日本大震災のときに避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

をとった実
じっ

際
さい

の物
もの

語
がたり

です。
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